
１　対象地区の現状

２　対象地区の課題

３  対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針

実質化された人・農地プラン

ⅲ　うち50才未満の農業者の農地面積 72.4ha

市町村名 対象地区名（地区内集落名） 作成年月日 直近の更新年月日

平川市

74.7ha

尾上③
（中佐渡、長田、

上猿賀・西猿賀・みなみの）
令和２年９月 令和６年３月

（備考）

　・大規模な中心経営体（對馬忠法氏や小野朋文氏など）へ集約する。

ⅰ　うち50才以上で後継者が決まっている農業者の農地の合計

①地区内の農地面積 383.0ha

②アンケート調査等に回答した地区内の農地所有者又は耕作者の農地面積の合計 247.7ha

ⅱ　うち50才以上で後継者が未定の農業者の農地面積の合計 100.6ha

③地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計 15.0ha

　・圃場の区画が小さく、苗代地は誰もやる人がいなくなる。
　・土側溝がまだ多くあり、水路の泥上げなどもしていないため水路が詰まることがある。
　・水稲は自分で水の管理が出来なくなったら、貸借が進んでいく。
　・りんごは後継者がいない。

　・水稲の刈り取りは尾上カントリー利用組合で作業受託する。



（参考）　中心経営体
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属性
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水稲

1 1

1.2 1.2

工藤　憲児

0.7

114.7 129.7

松田　光彦

認農 佐藤　義尚 水稲 0.7 水稲

認農 下山　博 水稲、りんご 2.8 水稲、りんご 2.8

2.6

中嶋　敏美

集
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角田　盛正

宮川　明彦
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水稲、野菜認農

3.9 3.9
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田邊　正直

工藤　甚三

水稲、大豆、りんご
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経営面積 経営面積
農業を営む範
囲

農業者
（氏名・名称）

小野　利治・龍治・朋文

現状 今後の農地の引受けの意向

経営作目経営作目

水稲、大豆 水稲、大豆

15.4 17.9

1.2 1.5工藤　智章

13.5 18.5

1.0 1.0

工藤　豪

小田桐　隆夫

小林　慎之介

一戸　正志

9.7 13.7

5.8 5.8

（株）福井農園

小森　久子・和彦・大輔・元
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松田　泰秀

角田　晃一

水稲、大豆、りんご

水稲、りんご、野菜

水稲、大豆、りんご

小計

認農 田邊　勇雄 りんご 0.4 りんご 0.4

認就 石岡　玲雄 野菜 0.3 野菜 0.4



４　３の方針を実現するために必要な取組に関する方針（任意記載事項）

（参考）　農地の貸付け等の意向（任意記載事項）
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中佐渡南田99-1 樹園地 1,913

猿賀上岡71-1 田 279

猿賀上岡72-1 田 1,518

猿賀上岡73-1 田 818

猿賀上川9-1

中佐渡南田98-3 樹園地 710

　・コンバインなどのオペ不足を解消するため、組合と中心経営体を中心とした組織設立を検討する。
　・中心経営体へ出し手の情報がわかるような体制づくりをする。
　・りんごは規模を縮小する場合は適切に処理する。
　・りんごの防除体制を活用して、りんご以外の果樹生産を検討する。
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猿賀上川115-2 1,216

猿賀明堂244-2 1,566

貸付け等の区分（㎡）

1,158

4,972

991

649

貸付け 売渡

猿賀上岡69 826

農地の所在（地番）

猿賀上川39-1

猿賀上川101-2

猿賀上川102

田

田

15,532 2,084
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